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第 62回 原子力損害賠償・廃炉等支援機構 廃炉等技術委員会 議事要旨 

 

日時：2025 年 3 月 10 日(月) 10:00～12:00 

場所：原子力損害賠償・廃炉等支援機構会議室及びオンライン 

 

1．廃炉等実施計画書・取戻し計画等について 

東京電力ホールディングスから廃炉等積立金制度に基づく廃炉等実施計画書及び取戻し計画の概要に

ついて説明があった。 

また機構からは、廃炉に必要な今後 3 カ年の費用が計上されている事を確認した旨説明を行った。 

 

廃炉等技術委員及び海外特別委員からの主な意見は以下のとおり。 

○廃炉について、さまざまな制約条件があることは理解するが、発想の枠を広げて、作業を加速する方法

もあるのではないか。 

○規制との関係はトータルとして最適化されるように規制庁と密接にコミュニケーションしてほしい。 

○取り戻し計画では、資機材の高騰といった昨今の状況等を盛り込んでいるのか。 

○日本国民が総力を挙げて解決が求められる大きなプロジェクトにおいて、リスク要因を踏まえ、体制作

り、そして、幅広い日本全体の知恵を投入する仕組みを整えることが重要。 

○次の世代の人たちが廃炉というミッションを達成するのに貢献したいと思う人たちが出てくるかどう

かというところが肝。廃炉が進むにつれてよりよい人材、将来の人材を獲得していくということが計

画の中でも非常に重要な部分であり、計画の中でより明確になることを期待。 

 

取戻し計画案について、委員からの意見を踏まえた修正は委員長に一任の上、東電及び機構から経済産

業大臣に承認申請を行うことについて同意された。 

 

2．廃炉への取組状況について 

東京電力から福島第一原子力発電所の廃炉への取組状況について、ALPS 処理水の海洋放出の状況、

2 号機の使用済燃料プールからの燃料取り出しの準備作業状況および燃料デブリの試験的取り出しの

状況について説明があった。 

 

廃炉等技術委員からの主な意見は以下のとおり。 

○ポータルサイトの改修は非常によい。貯水量の推移を示すなどさらに分かりやすくなるよう検討して

ほしい。 

○2 号機 X-6 ペネトレーション関連試料の分析により新しい情報が出てきたということで、デブリの 

発生シミュレーションに反映させ、分布推定に生かすこと、またこれからはデータを取りながら検証 

する事にも期待。 

 

以 上 


